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「宇治市子ども・子育て支援事業計画」及び「宇治市こどもの貧困対策推進

計画」における令和３年度の主な取り組み状況について 
 

教育・保育事業関係 

 

１．【拡充】認定こども園の施設整備による定員拡大                            

（保育支援課） 
 

施設の老朽化並びに待機児童対策として、社会福祉法人黎明会が運営する南浦幼保連

携型認定こども園を整備し、令和３年９月より定員の拡大を行う予定です。 

   

 

 

 

２．【拡充】幼稚園預かり保育の試行実施                                        

（学校教育課） 

 

これまでの２園に加え、東宇治幼稚園において、当該園児の預かり保育について試行

実施します。 

 

 

 

 

施設名 運営法人 
定員 

1号認定 2号認定 3号認定 合計 

南浦幼保連携型認定こども園 
社会福祉法人 

黎明会 
15名 90名 

50名 
（+10名） 

155名 
(+10名) 

資料４ 

南浦幼保連携型認定こども園 

増改築部分 

近鉄京都線 
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地域子ども・子育て支援事業関係 

 

１．【新規】子育ておうえん環境整備事業費補助金                                        

（こども福祉課） 
 

中宇治地域を対象とした「子育てにやさしいまち実現プロジェクト」の７事業のうち

の１事業として実施。子育て世帯が安心して外出しやすいように環境整備をする店舗等

に対して補助を行います。 

 

 

２．【新規】宇治茶ふれあい事業費補助金                                         

（保育支援課） 
 

中宇治地区を対象とした「子育てにやさしいまち実現プロジェクト」の７事業のうち

の１事業として実施。宇治茶を通じて宇治への愛着を醸成するため、保育所等に通う５

歳児（年長児）を対象に、宇治茶に触れる機会を創出する事業を実施します。 

 

 

３．【新規】子ども家庭総合支援拠点の設置                                         

（こども福祉課） 
 

妊娠期から出産、産後、育児においても適切な支援を行うことにより、児童虐待の未

然防止や早期発見につなげる必要があることから子育て世代包括支援センターと密に連

携を図りながら一体的な支援を実施します。 

 

 

４．【新規】児童虐待等見守り強化事業                                         

（こども福祉課） 
 

新型コロナウイルス感染症の影響等により、児童虐待のリスクが高まっているため、

食事の提供や声かけなど継続した見守りを行い、関係機関に支援をつなぐなど、子ども

の安心・安全のための体制を強化します。 

 

 

５．【拡充】こどもショートステイ事業                                         

（こども福祉課） 
 

保護者が入院や出張、育児疲れなどの理由により、一時的に家庭で子育てが困難とな

った場合に、一定期間養育を行う施設を３施設と新たに契約を行い、計５施設とします。 
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その他 

 

１．【拡充】産後ケア事業                                 

（保健推進課） 
 

令和元年７月から開始した産後ケア事業について、これまで親族等の支援がない方を利

用対象者としていたが、訪問型サービス（助産師・介護福祉士）の利用対象者を、親族等

の支援が得られる方でも、初産婦または第３子以降を出産した方は利用可能とします。 
 
【開始時期】令和３年４月１日 

【利用回数】訪問型（助産師）：２回、訪問型（介護福祉士）：８回 
      ※支援のない方の訪問型サービス（介護福祉士）利用回数は１２回 
 
 
２．【新規】産婦健康診査事業                                   

（保健推進課） 

 
産婦の健康管理の充実、経済的負担の軽減及び産後の初期段階における母子への支援を

目的に産婦健康診査事業を実施します。 
産婦健康診査事業では、医師の所見による産婦の精神状況を早期に把握できるため、産

後ケア事業などの支援事業につなげるなど、これまで以上に産後支援を推進してまいりま

す。 
 
【開始時期】令和３年４月１日 
【事業内容】産後２週間前後及び産後１か月前後の産婦健康診査への助成 
【助 成 額】５，０００円／回、１回の出産につき２回まで 
【受診場所】京都府内の医療機関及び助産所 
【健診項目】問診・診察、体重測定、血圧測定、尿検査、こころの健康チェック 
 

 



 

子育てにやさしいまち実現プロジェクト 

 
 
 
 
Story 私たちが考える「子育てにやさしいまち」とは、乳幼児から学齢期、進学、就業、

出会い・結婚、妊娠・出産、そして子育て期間にわたるライフステージを通じて
「住んでよかった」を実現できるまちです。 
このプロジェクトでは、ひとの交流、まちの活性化、環境整備等による「住んで
よかった」の実現を通じて、まちの魅力の「伝えたい」を促進し、宇治に「住み
たい」を実現する、好循環の創出に取り組みます。 
そんなプロジェクトが中宇治エリアから始まります。 

 
 
Concept「子育てにやさしいまちづくり」がキーワードです。 

多様な主体により分野横断的に「子育てにやさしいまちづくり」に取り組みます。 
このプロジェクトはこれからの宇治の「まちづくり」です。 

 
 
Action  まずは中宇治エリアをモデルエリアに設定し７つの新たな事業に取り組みます。 
 
 

１．子育ておう
えん環境整備

２．こども未来

キャンパス

３．宇治茶

ふれあい

４．ワーケーショ
ン受入体制支援

５．「まちに
わ」ネットワー

ク形成

６．空き家活用促
進まちづくり支援

７．地域まちづ
くり交流空間創

出

住んでよ
かった

伝えたい

住みたい

1. 安心して外出できる環境整備への支援 

2. こども向けの職場体験・起業講座 

3. 保育所で宇治茶を通じて地域の産業に

触れる 

4. ワ―ケーション環境整備により将来的

な移住・定住へつなげる 

5. 点在する「まち」の魅力を体系的に捉

え、魅力を発信 

6. 空き家を活用し就業場所等の確保を推

進 

7. 子育て世代が集いやすい新たなコミュ

ニティ空間を創出 

令 和 ３ 年 ７ 月 １ ２ 日 

宇治市政策経営部経営戦略課 

大北課長（0774-20-8698） 

こども福祉課 

産業振興課 

保育支援課 

 

観光振興課 

 

経営戦略課 

 

住宅課空き家対策室 

 

自治振興課 

参 考 


